
　

深
緑
の
候 

宝
蔵
会
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
宇

治
別
格
本
山
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

先
月
は
「
神
性
開
発
宇
治
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

短
期
練
成
会
」「
神
性
開
発
楽
し
く
行
ず
る
練
成
会
」

が
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
神
性
開

発
、
神
の
子
の

自
覚
を
深
め
る

た
め
に
大
勢
の

神
の
子
の
皆
様

の
ご
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
懐

か
し
く
お
目
に

か
か
り
ま
し
た

方
も
お
ら
れ
ま

し
た
。
信
仰
生

活
に
は
終
わ
り

は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
信
仰
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
象
的
に
は
一
度
の
人
生
で
は
表
現
し
つ
く

せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
無
限
力
を
表
現
す
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
練
成
会
ご
参
加
の
皆
様
が
実

践
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。真
剣
に
行
ず
る
神
想
観
、真

心
の
先
祖
供
養
、
讃
歌
、
聖
経
読
誦
、
そ
し
て
神
癒

祈
願
も
多
く
の
皆
様
か
ら
お
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。
実
相
世
界
に
既
に
あ
る
も
の
を
行
じ
て
お
ら
れ

る
の
で
喜
び
が
あ
ふ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
の『
白
鳩
誌
』二
月
号
三
十
～
三
十
一
頁
に
谷

口
清
超
先
生
（
前
生
長
の
家
総
裁
）
の
お
言
葉
「
断

定
の
祈
り
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
全
托
の
祈
り
、
神
意

を
第
一
と
す
る
等
の
お
言
葉
を
繰
返
さ
れ
た
先
生
の

お
言
葉
か
ら
は
意
外
と
も
思
え
る
表
題
に
目
が
留
ま

り
ま
し
た
。

　
「
祈
り
は
必
ず
成じ

ょ
う
じ
ゅ就
す
る
の
で
あ
る
。
何な

ぜ故
な
ら
、

祈
り
と
は
吾
々
の
平
素
の
切
実
な
願
望
で
あ
り
、
信

念
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
本
当
の
祈
り
と
は
単

に
三
十
分
か
一
時
間
だ
け
行
う
と
（
次
頁
に
続
く
）

祈
り
は
必
ず
成
就
す
る

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 

祈
願
部 
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こ
ろ
の
形
式
的
な
祈
り
を
言
う
の
で
は
な
く
、

吾
々
の
二
十
四
時
間
の
心
の
奥
底
か
ら
な
る

願
い
を
言
う
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

　
希
望
的
な
請せ

い
が
ん願
の
祈
り
で
な
く
、『
既す

で

に
成

就
せ
る
世
界
』
を
心
の
中
に
描
い
て
、
そ
れ

に
対
し
て
感
謝
を
捧さ

さ

げ
る
と
こ
ろ
の
断
定
の

祈
り
を
為な

し
た
場
合
、
は
じ
め
て
吾
々
の
観

じ
た
通
り
の
『
完
全
円
満
な
世
界
』
が
現
象

界
に
ア
リ
ア
リ
と
実
現
し
て
来
る
の
で
あ
っ

て
『
何
々
し
て
下
さ
い
』
と
い
う
す
が
り
つ

き
の
祈
り
で
は
『
吾
が
願
い
は
ま
だ
成
就
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
、
も
し
か
す
る
と
成
就

し
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。』（
中
略
）

『
神
想
観
』
は
、神
様
の
お
つ
く
り
に
な
っ
た

ま
ま
の
完
全
円
満
な
世
界
に
あ
る
と
こ
ろ
の

実
相
の
『
既
に
成
れ
る
』
相す

が
た
を
あ
り
あ
り
と

心
に
描
い
て
観か

ん

ず
る
と
こ
ろ
の
祈
り
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
祈
り
の
中
の
最
も
完
成
せ
る
最

高
の
祈
り
で
あ
っ
て
、
本
当
に
あ
る
と
こ
ろ

の
神
の
世
界
を
観
ず
る
か
ら
『
神
想
観
』
と

呼
ば
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。（
後
略
）」　

　

神
想
観
を
実
修
す
る
た
め
の
斎
殿
が
「
神

癒
の
社 

入
龍
宮
幽
斎
殿
」
で
あ
り
ま
す
。

一
九
七
一
年（
昭
和
四
十
六
年
）十
月
に
落
慶

し
、
翌
一
九
七
二
年
（
同
四
十
七
年
）
四
月

か
ら
神
想
観
、
写
経
が
始
ま
り
、
神
癒
祈
願

は
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
年
）
四
月
に

始
ま
り
ま
し
た
。
幽
斎
殿
の
正
面
階
段
を
上

り
ま
す
と
二
階
拝
殿
（
三
百
三
十
四
畳
）
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
拝
殿
で
は
神
想
観

実
修
を
毎
日
午
前
十
時
と
午
後
一
時
に
、
生

長
の
家
創
始
者
谷
口
雅
春
大
聖
師
の
C
D

　

普
段
体
験
談
の
構
成
上
、
悪
く
聞
こ
え
る

話
し
か
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
父
の
話
を
書

こ
う
と
思
い
ま
す
。
講
話
で
体
験
談
を
話
す

時
は
私
の
視
点
で
見
え
た
世
界
を
語
っ
て
い

る
た
め
、
父
は
愛
情
表
現
に
乏
し
く
、
私
は

あ
ま
り
関
わ
り
も
持
て
ず
、
借
金
こ
さ
え
て

倒
れ
た
人
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

父
は
血
の
繋
が
ら
な
い
息
子（
私
の
兄
）と

調
和
が
取
れ
ず
両
親
は
離
婚
し
ま
し
た
。
離

婚
を
機
に
母
と
私
た
ち
兄
弟
三
人
（
あ
と
妹

が
い
ま
す
）は
東
京
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。家

を
出
る
前
日
の
夜
、
父
は
兄
に
土
下
座
を
し

て
「
す
べ
て
私
が
悪
か
っ
た
」
と
謝
っ
た
そ

う
で
す
。
心
か
ら
の
謝
罪
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
れ
ま
で
顔
を
合
わ
さ
な
い
様
に
暮
ら

し
て
い
た
二
人
は
離
れ
て
か
ら
顔
を
合
わ
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

父
は
私
に
は
会
い
に
来
な
く
て
も
兄
の
家

に
は
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
行
っ
た
先

で
孫
を
抱
い
て
「
小
さ
い
子
は
は
じ
め
て
」

と
か
言
う
も
の
だ
か
ら
、「
息
子
も
娘
も
い

る
の
に
何
言
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
母
と
兄
が

ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
た
そ
う
で
す
。

　

あ
る
時
は
、
兄
の
別
れ
た
前
妻
に
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
て
行
く
宛
が
な
か
っ
た
時
、
預

か
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の

に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

短
期
練
成
会
の
幽
斎
殿
行
事
で
は
毎
月
、

二
階
拝
殿
に
て
講
話
と
神
想
観
実
修
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。「
既
に
成
就
せ
る
世
界
」を

描
く
神
想
観
の
実
修
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

あなたがあなたを好きになれば、全ての人があなたを好きになる

悪
か
っ
た
と
解
っ
た
ら

罪
は
消
え
る

随想

練
成
部
練
成
課

田

野

靖

彦

宝　　蔵
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こ
の
度
、
二
つ
の
動
機
で
参
加
し
ま
し
た
。

父
に
関
す
る
好
き
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
母
が

長
男
の
元
嫁
と
寄
ら
せ
て
も
ら
っ
て
良
い
か

と
訊
ね
た
ら
構
わ
な
い
と
即
答
の
上
、
鍵
を

渡
し
て
何
の
事
情
も
聞
か
ず
に
数
日
食
事
も

提
供
し
て
家
に
置
い
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

私
は
自
分
だ
っ
た
ら
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
し

て
も
何
も
聞
か
ず
に
お
れ
な
い
気
が
し
て
、

父
の
器
の
広
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
福
島
原
発
事
故
で
放
射

能
汚
染
の
心
配
が
出
た
際
、
兄
家
族
は
当
時

中
学
生
だ
っ
た
長
男
と
兄
本
人
を
残
し
て
大

阪
の
父
の
家
に
妻
と
小
さ
な
子
ど
も
四
人
を

二
か
月
ほ
ど
預
け
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
お

祖
父
ち
ゃ
ん
を
や
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
そ
し

て
宇
治
の
練
成
会
を
父
、
母
、
兄
家
族
が

受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
強
い
感

情
が
あ
っ
た
二

人
で
す
が
、
兄

も
成
人
し
、
父

の
謝
罪
が
あ
っ

て
、
離
婚
で
養

子
縁
組
も
解
除

と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
本

当
の
意
味
で
親

子
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
だ
書
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
紙
面

の
都
合
で
締
め
に
向
か
お
う
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
に
父
は
脳
出
血
を
起
こ
し
て

意
識
は
戻
ら
ず
八
年
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

倒
れ
て
か
ら
は
い
つ
も
の
体
験
談
の
内
容
で

す
。
私
の
た
め
に
生
き
て
い
て
く
れ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
父
の
葬
儀
に
は
、
元
妻

（
私
の
母
）
と
、
父
の
兄
弟
、
子
、
孫
が
揃

い
ま
し
た
。
孫
六
人
に
囲
ま
れ
て
「
お
祖
父

ち
ゃ
～
ん
」
と
泣
か
れ
て
見
送
ら
れ
た
の
で

し
た
。
妹
の
と
こ
ろ
は
夫
の
連
れ
子
で
す
の

で
、
こ
れ
ま
た
見
事
に
誰
一
人
血
が
繋
が
っ

て
い
な
い
孫
た
ち
で
す
。
こ
れ
に
は
父
も
満

昨
年
大
学
を
中
退
し
た
長
男
が
就
職
も
せ
ず
、

何
も
行
動
し
な
い
ま
ま
引
き
こ
も
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
大
学
四
年
生
で
卒
業
ま
で
あ
と

少
し
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
の
学
費

や
仕
送
り
が
全
て「
ゼ
ロ
」に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
の
怒
り
で
い
っ
ぱ

足
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
そ
う
思
い
ま
し

た
。
血
に
よ
っ
て
家
族
に
な
る
の
で
は
な
く
、

縁
に
よ
っ
て
な
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

先
祖
供
養
は
報
恩
感
謝
の
心
で
と
言
わ
れ

ま
す
。父
は
幼
い
頃
は
神
童
と
呼
ば
れ
、仕
事

き
っ
ち
り
、
器
の
大
き
い
人
な
の
で
す
。
人

の
人
生
な
ん
て
良
く
見
え
る
時
も
悪
く
見
え

る
時
も
あ
り
ま
す
。
供
養
も
日
時
計
主
義
で

す
。
私
は
父
の
事
を
神
童
と
呼
ば
れ
た
男
だ

と
言
っ
て
全
肯
定
し
て
供
養
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
盂
蘭
盆
供
養
大
祭
が
近
づ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
皆
様
の
感
謝
と
讃
嘆
の
込
め
ら

れ
た
霊
牌
を
教
区
、
本
山
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。

「愛」はすべての矛盾を解決する力である

（
７
頁
に
続
く
）

第
六
三
四
回（
五
月
） 

Ｇ
Ｗ
短
期
練
成
会
体
験
感
想
文

W
．
Ｕ   

（
50
代
）〈
男
性
〉

祈
る
息
子
の
姿
に
神
の
子
を
観
る

宝　　蔵
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日付・曜日 日付・曜日 時　間 講話 及び 行 担　当 テキスト

５日（金）〜７日（日）の間 【短期練成会】 を開催いたします

13日 土 　ご先祖様と
　　  共に生きる

9:45～12:00 宝蔵神社月次祭
全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭 参列 祭司部 『聖経 甘露の法雨』『聖経 天使の言葉』『飛鳥讃歌』

12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 開会の祈り・生き通しの生命(いのち) 岡田　浩二 『凡庸の唄』『人生の扉を開く《第三集》』
14:00～14:45 ご先祖様、父母の愛に抱かれて 岡田 伊都子『凡庸の唄』『人生の扉を開く《第三集》』
15:00～15:35 神より与えられた使命を生きる・閉会の祈り 清水　志郎 『凡庸の唄』『人生の扉を開く《第三集》』

14日 日 祈り合いの神想観

10:20～11:05 開会の祈り・ただ“神”と“神の子”のみの世界 鵜飼　俊光 『凡庸の唄』『人生の扉を開く《第三集》』
11:15～12:00 「人生学校」は素晴らしい 千羽　真平 『凡庸の唄』『人生の扉を開く《第三集》』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 高　　千穂　
13:15～14:00 切なる願いは必ず叶えられる 清水　志郎 『凡庸の唄』『人生の扉を開く《第三集》』
14:15～15:00 世界平和と万物の調和を祈る 目等　泰夫 『凡庸の唄』『人生の扉を開く《第三集》』
15:00～15:35「祈り合いの神想観」実修・閉会の祈り 目等　泰夫

20日 土 「浄心行」

10:20～11:05 開会の祈り・罪も穢れもない神の子のあなた 岡田　浩二 『46億年のいのち』『幸福を招く365章』
11:15～12:00 吾れ神の子として新生す ～浄心行について～ 新宮　　一 『新しい文明を築こう・中巻』
12:00～13:15 昼食・休憩・浄心行用紙記載 昼食希望の方はご予約ください
13:15～13:30 体験談 川島　千央
13:30～14:15 父母の愛に導かれて 田野　靖彦 『46億年のいのち』『幸福を招く365章』
14:25～15:40 「浄心行」・閉会の祈り 千羽　真平 『聖経 甘露の法雨』『万物調和六章経』

21日 日 行き詰まりはない

10:20～11:05 開会の祈り・因果を超えた自由な世界がある 清水　志郎 『46億年のいのち』『幸福を招く365章』
11:15～12:00 あなたは神の子、執着を解き放て 小野　大作 『46億年のいのち』『幸福を招く365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 水谷　公美
13:15～14:00 困難はチャンス 岡田 伊都子『46億年のいのち』『幸福を招く365章』
14:15～15:00 行く先はただ“光”のみ 目等　泰夫 『46億年のいのち』『幸福を招く365章』
15:00～15:35 「実相円満誦行」実修・閉会の祈り 目等　泰夫

27日（土）は講話はありません

28日 日 いのちが悦ぶ生活

10:20～11:05 開会の祈り・歓びの相こそ生命の実相である 岡田　浩二 『合本讃歌』『神示集』
11:15～12:00 ありがたいことばかり 清水　志郎 『合本讃歌』『神示集』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 岡田 多美子
13:15～14:00 愛と感謝の悦びの生活 岡田 伊都子『合本讃歌』『神示集』
14:15～15:00 万物と生かし合い、悦び合う 目等　泰夫 『合本讃歌』『神示集』
15:00～15:35 「浄円月観」実修・閉会の祈り 目等　泰夫

【申込フォーム】QRコード

◆お申し込み方法（※事前予約制です）　
　申し込みフォーム（Facebook及びホームページ、右下のURLから入れます）に必要事項を入力していただくか、お電話（0774-21-2153）にてお申し込みください。
◆奉納金
　大人 1,500円／子供（3～12歳） 750円　※発熱、息苦しさ、咳、だるさ等で体調不良の方は参加不可となります。

【宿泊も受け付けています】
　◆受付対象者　・土日両日参加し、全講話を受講予定の方
　◆料金　4,500円 ＋ 土曜日の昼食代（ご随意） ※4,500円の内訳は《講話参加費2日分＝3,000円》＋《参篭費（一泊食事付）＝1,500円》
　◆申し込み方法等
　　・宿泊２日前となる木曜日の17時までに、お電話（練成部：0774-21-2153）または申し込みフォームにより予約手続きをしてください。
　　・土曜日の夜一泊のみ宿泊できます（金曜日からの宿泊はできません。ご相談がありましたら練成部までご連絡ください。）

★ＪＲ宇治駅・京阪宇治駅への出迎えのバスのご案内
　　・出発時間：京阪宇治駅 ９:４０発、ＪＲ宇治駅 ９:５５発（※13日㈯は京阪宇治駅９:15、ＪＲ宇治駅９:25発となります）
　　・集合場所：各駅ロータリー (ＪＲ宇治駅は東側ロータリーとなります）
　　　出迎えは上記時間の一回のみであり、時間となりましたら出発します。ご希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただくようお願いいたします。
　　　（※道路の混雑具合等の理由で、バスが予定時間より遅れる可能性もございます。ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。）

神より来る資源はまさに無限である

2026年６月【ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム】〈会場：大講堂〉

☆すべての講話で新経本『飛鳥讃歌』（谷口雅宣先生著）をテキストとして使用いたします

宝　　蔵 No.138
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7/3(金) 7/4 (土) 7/5 (日)
4:45   起床 4:45   起床

5:05   早朝行事 先導：岡田　伊都子
             聖経「甘露の法雨」
　　      「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事 先導：清水　志郎
      　 聖経「甘露の法雨」
          「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:45　ラジオ体操（希望者） 7:45　ラジオ体操（希望者）

                 夕食・入浴休憩

10:40  　休憩・笑い

10:10    万物大調和を祈念する
　　　「祈り合いの神想観」実修
　　　　　　　岡田　伊都子

20:00

「基本的神想観」実修 岡田　浩二

12:40　終了予定

昼食をお召し上がりいただけます

昼食後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅までの送
りのバスを2本手配いたします。

神意随順・如意自在の祈り

『飛鳥讃歌』『生活の智慧365章』

15:20　休憩・大拝殿へ移動

15:40

　　   「先祖・流産児供養祭」
　 　　　　聖経『天使の言葉』
　　　　　『聖歌歌詞集』     会場:大拝殿

19:10   講話

　　　　「浄心行」
　 　　　　清水　志郎
　聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』
         『聖歌歌詞集』
　　　※浄心行後に送りのバスが出ます

16:30

20:30

　　     就寝準備

22:00  消灯

14:30　講話

     　生長の家の‟真の祈り"
　　 ～神想観は素晴らしい～
　　    　　清水　志郎
　『詳説神想観』・神想観のプリント

15:30　休憩・笑い
15:40

　　　　　　悦びの座談会
　　　　　　（Q＆A）

12:00
　　　　　昼食休憩

      　　善一元なる神への信仰
　　    　　  目等　泰夫
　　　『飛鳥讃歌』『日々の祈り』

13:00
　　　　先祖供養説明及び霊牌記載
　　　　　　　服部　信雄

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを手
配いたします。
◇昼食前の　　・京阪宇治駅 １１：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １１：２５発
◇練成開始前の
　　　　　　　・京阪宇治駅 １２：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １２：２５発
に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手が「生長
の家」のプラカードを持っています）
※昼食は、宇治別格本山でお召し上がりいた
だけます。(食堂11:30～13:00）

11:20   神癒祈願・写経の説明・申し込み
千羽　真平

13:20　開会式・挨拶　目等　泰夫

10:50

岡田　伊都子

11:30

　　　　バスで新練成道場に移動

「入龍宮幽斎殿にての神想観」実修

【奉納金】
　・一泊4,000円
　　子供(3～12歳)2,750円
　・日帰り1,500円
　　子供(3～12歳)750円

20:40　体験感想文記載
　　      就寝準備

22:00  消灯

  　　  　神の子の自覚に超入せよ
               　    岡田　浩二
          『飛鳥讃歌』『日々の祈り』

18:30   講話
18:20　聖歌・笑い

《テキスト》
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・生活の智慧365章
・詳説神想観
・伸びゆく日々の言葉

《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
　聖経続々甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕
・合本讃歌〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕

・飛鳥讃歌
・人類同胞大調和六章経
・万物調和六章経
・聖歌歌詞集

《持ち物》
・健康保険証をご持参ください
・洗面用具（シャンプーはありません。
   ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
（※売店と自動販売機は撤去いたしましたの
でご注意ください）

14:20　休憩・笑い

　　　　父母の愛に導かれて
         　   　   鵜飼　俊光
『夢の地平線』『生活の智慧365章』

19:30
19:20　会場準備

12:30　閉会式・使命行進曲・挨拶

13:30   講話

18:30　聖歌・笑い
18:40

       「飛鳥讃歌」読誦 清水　志郎

16:40

　　　　　夕食・入浴休憩

12:50　 聖歌・笑い

　　　　　神の子として新生する
　　　　　～浄心行の意義・説明～
　　　　　　　清水　志郎
　　　　『新しい文明を築こう・中巻』

13:00　経本「大自然讃歌」読誦 岡田　浩二

11:00より受付を開始いたします

14:50　浄心行用紙記載
　　　 　聖経読誦　　清水　志郎

9:30

　　　　バスで幽斎殿へ移動

     神の子として「包容主義」を生きる
　　     　 　  目等　泰夫
 　　　『伸びゆく日々の言葉』
　　　　　　『飛鳥讃歌』

9:05　休憩・笑い

13:40　体験談　千羽　椋子

13:55   講話

10:00　講話(幽斎殿)

9:20　講話
　　四無量心は神の愛にして、
　　　　　　　“人間・神の子”の証なり
                岡田　伊都子
　『伸びゆく日々の言葉』『飛鳥讃歌』

11:00

　　　　　体験決意発表

11:40   結語講話

9:10　「実相円満誦行」実修　千羽　真平

       　真の幸福は万物の調和と共に
　　～神・自然・人間は本来一体なり～
　　          岡田　浩二(研修生募集案内）

　　　『伸びゆく日々の言葉』『合本讃歌』

8:20   講話

7月【第636回 神性開発 宇治 短期練成会 プログラム】会場:大講堂

7:50   聖歌・笑い 7:50   聖歌・笑い
8:00    「人類同胞大調和六章経」読誦
                 　 岡田　浩二

8:00　体験談　藤本  和博

8:15 講話

　      　“明るさ”こそ善行の王者
　　　　　～日時計主義の生き方～
　　　　 　　千羽　真平
 　　『夢の地平線』『生活の智慧365章』
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心の奥底から欲するものは既に与えられている

2026年７月【第63６回 神性開発 宇治 短期練成会プログラム】 会場：大講堂

宝　　蔵令和８年６月１日
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7/18 (土) ７/1９ (日) ７/２０ (月)
4:45   起床 4:45   起床

5:05   早朝行事  先導：清水　志郎
             聖経「甘露の法雨」
 　　　「合本讃歌」「聖歌歌詞集」

5:05  早朝行事 先導：岡田 伊都子
             聖経「甘露の法雨」
　「聖経 真理の吟唱」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

7:45　ラジオ体操（希望者） 7:45　ラジオ体操（希望者）

9:30

　　　　　　休憩・移動

「末一稲荷神社月次祭」

「精霊招魂神社月次祭」

聖経『天使の言葉』

　　　　　　　　　　　　　　　参列

『新しい文明を築こう・中巻』

神の創り給いし‟生かし合いの世界‟

13:00

小野　大作
各社における「経本連続読誦」

14:20

バスで幽齊殿へ移動

岡田　浩二

目等　泰夫
『飛鳥讃歌』『日々の祈り』

「智泉荘」外通路、階段磨き

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを手
配いたします。
◇昼食前の　・京阪宇治駅 １１：１５発
　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １１：２５発
◇練成開始前の
　　　　　　・京阪宇治駅 １２：１５発
　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １２：２５発
に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手が「生長
の家」のプラカードを持っています）※昼食
は、宇治別格本山でお召し上がりいただけま
す。(食堂11:30～13:00）

　　　あなたは神の子、無限の力がある
清水　志郎

『日々の祈り』『詳説神想観』

20:00

「基本的神想観」実修　清水　志郎

18:40

　　　  休憩・末一稲荷神社へ移動
15:40

神の子として新生する

『人類同胞大調和六章経』
鵜飼　俊光

14:45

15:20   講話

　　　　　　～浄心行について～

8:00   講話
神・自然・人間は本来一体なり

8:50

「実相円満誦行」実修
8:50   休憩・笑い

9:00

8:00   講話
愛を与える悦び

『夢の地平線』『聖経 真理の吟唱』

新宮　一　　清水　志郎

11:35   休憩

      　　 　報恩感謝の生活
　　    　　    目等　泰夫
　　　　『飛鳥讃歌』『合本讃歌』

清水　志郎

12:00

　　　　　　昼食休憩

11:00

　　　　　　体験決意発表

(大拝殿からの遥拝）

聖経『甘露の法雨』

13:30   講話

14:50「入龍宮幽斎殿にての神想観」

【奉納金】
　・一泊4,000円
　　子供(3～12歳)2,750円
　・日帰り1,500円
　　子供(3～12歳)750円

13:20　開会式・挨拶　目等　泰夫

12:30　閉会式・使命行進曲・挨拶

12:40　終了予定
　　　昼食をお召し上がりいただけます

昼食前後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅までの
送りのバスを2本手配いたします。

《テキスト》
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・詳説神想観
・聖経 真理の吟唱

《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
　聖経続々甘露の法雨・
　聖使命菩薩讃偈〕
・合本讃歌
〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕
・飛鳥讃歌
・人類同胞大調和六章経
・万物調和六章経
・聖歌歌詞集

《持ち物》
・洗面用具（シャンプーはありません。
   ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
・動きやすい服装

★健康保険証をご持参ください

末一稲荷神社『観世音菩薩讃歌』

13:45

15:20
千羽　真平

16:45

11:40   講話

神域清掃

10:10

休憩・笑い
10:30

自然災害物故者慰霊塔『大自然讃歌』

11:00より受付を開始いたします

13:00 聖経「天使の言葉」読誦 清水　志郎

18:30　聖歌・笑い

2026年７月 第30回 神性開発宇治 楽しく行ずる練成会

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:50   聖歌・笑い 7:50   聖歌・笑い

16:15   　浄心行用紙記載
　　　　　　聖経読誦　　岡田　浩二

新宮　一

　　　　　休憩・移動・笑い
　　　　　実修〈谷口雅春先生テープ〉

20:30
　　     就寝準備

22:00  消灯

16:45
食　　　　　夕食・入浴休憩

　　　　　「浄心行」

19:10   講話

　　　　　夕食・入浴休憩

岡田　伊都子
『夢の地平線』『聖経 真理の吟唱』

聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』

経本「飛鳥讃歌」読誦 岡田　浩二

     送りのバスが出ます。
20:40　体験感想文記載
　　      就寝準備

22:00  消灯

18:25　聖歌・笑い

19:15　会場準備
19:25

                    岡田　浩二

18:30   講話

　　　　　父母の愛に導かれて

『飛鳥讃歌』『合本讃歌』

千羽　真平

13:30　休憩・移動

献労①

『聖歌歌詞集』
※浄心行後、JR宇治駅、京阪宇治駅まで

献労②

「宝蔵神社・大拝殿」

10:00

「祈り合いの神想観」実修
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第一のものを第一とせよ

2026年７月【第２９回 神性開発 宇治 楽しく行ずる練成会プログラム】 会場：大講堂

宝　　蔵
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番
の
収
穫
で
し
た
。
長
男

も
彼
な
り
の
悩
み
が
あ
っ
た
の
に
、
一
方
的

に
私
の
方
が
聞
く
耳
を
持
た
ず
に
い
ま
し

た
。
練
成

会
で
は
一

所
懸
命
に

受
け
て
い

る
彼
の
姿

が
あ
っ
て
、

何
か
心
の

琴
線
に
触

れ
る
感
動

や
気
づ
き

が
あ
っ
た

の
だ
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
私
自
身
も
い
つ

も
目
先
の
現
象
に
追
い
回
さ
れ
て
い
た
の
で
、

今
ま
で
心
に
溜
ま
っ
て
い
た
責
め
る
心
や
不

純
な
思
い
が
き
れ
い
に
洗
い
流
さ
れ
、
心
身

と
も
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
心
境
を
短
歌
で
表
現
し
ま
す
。
七
首
あ

り
ま
す
。

神
の
子
の
自
覚
求
め
て
長
男
と
宇
治
本

山
で
魂
磨
く

宇
治
川
の
清
き
流
れ
を
眺
め
つ
つ
練
成

受
け
る
は
こ
の
世
天
国

柔
ら
か
な
新
芽
の
手
触
り
心
地
よ
く
初

夏
の
茶
摘
み
に
時
を
忘
れ
る

大
拝
殿
静
か
に
祈
る
長
男
の
合
掌
姿
は

神
の
子
そ
の
も
の

霊
牌
に
亡
き
ご
先
祖
の
名
を
記
し
恩
を

偲
び
て
聖
経
あ
げ
る

人
々
の
幸
せ
祈
る
喜
び
を
噛
み
し
め
味

わ
う
宇
治
練
成
会

現
象
の
生
死
を
超
え
て
永
遠
の
神
に
繋

が
り
生
き
る
幸
せ

　

こ
れ
か
ら
も
一
層
神
想
観
を
励
み
、
長
男

の
実
相
、
そ
し
て
何
よ
り
自
分
を
尊
び
拝
み
、

人
類
光
明
化
運
動
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

不
登
校
、
大
学
中
退
な
ど
順
調
と
は
い
え

な
い
経
歴
を
経
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
仕
事

も
し
て
お
ら
ず
、
引
き
こ
も
り
状
態
の
私
を

見
か
ね
て
、
代
々
信
仰
し
て
い
る
生
長
の
家

の
練
成
会
に
父
が
誘
っ
て
く
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
参
加
し
ま
し
た
。
人
生
で
三
回

目
の
参
加
で
す
。

　

宗
教
と
深
い
関
係
に
あ
る
哲
学
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
西
洋
哲
学
は
真
理
を
追

い
求
め
る
古
代
か
ら
の
学
問
で
、
僕
に
と
っ

て
の
思
想
は
西
洋
哲
学
的
な
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
も
の
だ
と
の
思
い
が
あ
り

ま
す
。
で
す
が
生
長
の
家
の
教
え
は
東
洋
哲

学
の
様
に
真
理
が
先
に
あ
り
ま
す
。
三
回
目

と
な
る
練
成
会
に
お
い
て
も
、
や
は
り
こ
の

順
序
に
惑
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が

聖
経
の
言
葉
を
一
所
懸
命
唱
え
て
い
る
う
ち

に
、
楽
に
な
る
よ
う
な
、
心
に
染
み
わ
た
る

よ
う
な
透
明
な
気
持
ち
を
、
あ
る
時
か
ら
感

じ
始
め
ま
し
た
。
す
ご
く
楽
な
気
持
ち
で
し

心眼をひらけ、すでに天国である

（
３
頁
か
ら
続
く
）

Ｎ
．
Ｕ
（
20
代
）〈
男
性
〉

（
Ｗ
．Ｕ
さ
ん
の
長
男
）

大
学
中
退
か
ら
の
参
加

　
前
を
向
い
て
明
る
く
生
き
て
い
く

早朝行事  聖経読誦

宝　　蔵
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「
神
様
の
愛
を
知
る
の
が
大
懺
悔
」「
神
様
の

生
命
を
信
じ
る
」「
真
理
の
コ
ト
バ
を
入
れ

る
、聖
典
を
読
む
」「
生
ま
れ
る
前
か
ら
尊
い

生
命
だ
っ
た
」「
自
分
に
責
任
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、自
分
に
権
利
が
あ
る
と
い
う
こ
と
」

「
嫌
だ
な
と
拒
否
感
を
感
じ
そ
う
な
ら〝
面
白

そ
う
だ
〟
と
ま
ず
思
っ
て
み
る
。
何
事
と
も

戦
わ
な
い
」「
私
は
あ
な
た
。
あ
な
た
は
私
。

共
に
神
を
現
わ
す
。
違
う
と
こ
ろ
は
多
様
性
。

共
通
点
を
見
つ
け
る
」

　

神
の
子
の
講
話
を
い
っ
ぱ
い
聴
け
て
嬉
し

か
っ
た
。
ご
飯
が
美
味
し
か
っ
た
。
い
っ
ぱ

い
食
べ
た
。
食
堂
の
方
も
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」

と
私
の
事
を

拝
ん
で
く
だ

さ
っ
た
の
が

嬉
し
か
っ

た
。
お
風
呂

も
肩
ま
で
浸

か
っ
て
、
気

持
ち
よ
か
っ

た
。
今
回
は

朝
の
感
謝
行

で
、
そ
の
お

風
呂
さ
ん
へ
お
礼
を
し
よ
う
と
思
っ
て
、
お

風
呂
場
の
感
謝
行
を
し
た
。
長
靴
や
デ
ッ
キ

ブ
ラ
シ
、
ス
ポ
ン
ジ
、
水
切
り
ワ
イ
パ
ー
、

大
き
な
タ
オ
ル
な
ど
、
備
品
が
整
っ
て
い
て
、

私
の
感
謝
の
表
現
に
十
分
す
ぎ
る
物
が
あ
っ

た
。
担
当
し
て
く
れ
た
司
会
の
職
員
さ
ん
が
、

的
確
に
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
私
の
お
風

呂
さ
ん
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
満
た
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
だ
っ
た
。
感
謝
行
が
と
て

も
楽
し
く
、
と
て
も
満
ち
足
り
た
心
で
あ
っ

た
。
笑
い
の
練
習
も
最
高
。
そ
ん
な
こ
と
を

感
じ
て
直
接
司
会
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
茶
摘
み
が
終
わ
っ

た
帰
り
の
バ
ス
を
待
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
二
人

だ
け
に
な
り
、
大
自
然
の
中
で
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
事
が
で
き
、
司
会
さ
ん
も
喜
ん

で
く
だ
さ
っ
て
、
私
も
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

実
践
す
る
こ
と
。
帰
っ
て
も
私
を
悦
ん
で

い
こ
う
と
思
う
。「
生
ま
れ
る
前
か
ら
尊
い

生
命
だ
っ
た
」
と
毎
回
神
想
観
の
中
で
言
う
。

神
・
自
然
・
人
間
は
本
来
一
体
で
あ
る
と
の
自

覚
を
深
め
て
い
く
。
真
理
の
書
を
読
み
、
神

の
子
を
表
現
し
て
い
く
。
自
然
を
意
識
す
る
。

丁
寧
に
生
活
す
る
。
家
を
片
付
け
る
。
掃
除

た
。
す
ご
く
些
細
な
事
で
す
が
、
真
理
の
受

け
入
れ
へ
の
入
り
口
と
い
う
今
ま
で
に
な
い

感
覚
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
い
っ
た
決
意
も
な
け
れ
ば
、
決
意

と
い
う
ほ
ど
力
を
入
れ
て
生
き
る
必
要
も
な

い
と
思
う
の
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
何
が

あ
っ
て
も
前
を
向
い
て
明
る
く
生
き
よ
う
と

だ
け
は
思
い
ま
す
。

　

真
理
の
言
葉
に
ど
っ
ぷ
り
と
触
れ
て
い
た

い
こ
と
と
、
行
を
し
た
か
っ
た
た
め
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
話
で
印
象
に
残
っ
た
言
葉
「
神
は
不
足

の
も
の
を
つ
く
っ
て
い
な
い
。
満
足
の
も
の

ば
か
り
を
つ
く
っ
て
い
る
」「
私
た
ち
は
素
晴

ら
し
い
使
命
を
持
っ
て
い
る
」「
自
分
は
神
か

ら
悦
ば
れ
て
い
る
」「
無
い
も
の
は
否
定
す
る

必
要
も
な
い
」「
人
間
が
喜
べ
ば
、
神
が
喜

ぶ
」「
神
の
子
な
の
に
神
の
子
で
は
な
い
も
の

が
見
え
る
の
は
誤
解
、誤
訳
で
あ
る
」「
神
の

子
で
あ
る
父
母
の
愛
を
必
ず
知
っ
て
い
る
」

正しい信仰はすべての人に安らぎを与える

Ｒ
．
Ａ
（
50
代
）〈
女
性
〉

感
謝
を
表
現
す
る
と

  

　
喜
び
に
満
た
さ
れ
た

宝　　蔵 No.138
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を
す
る
。
宇
治
練
成
会
が
よ
か
っ
た
こ
と
を

話
す
。

　

子
ど
も
が
参
加
す
る
の
で
一
緒
に
参
加
。

浄
心
行
に
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
書
か
せ
て
い

た
だ
き
、
心
が
浄
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
父
母
に
感
謝
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
喜

び
を
感
じ
、
心
が
明
る
く
な
っ
た
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。
父
、
母
だ
け
で
な
く
子

供
の
顔
に
ま

で
明
る
い
笑

顔
が
観
え
た

の
が
嬉
し
く
、

帰
っ
て
か
ら

も
こ
の
よ
う

に
現
れ
て
く

る
よ
う
に
今

の
気
持
ち
を

続
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

講
話
を
聴
き
、
自
分
も
神
の
子
で
あ
る
と

観
じ
、人
間
・
神
の
子
を
素
直
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
神
想
観
を
一
日
三
回
続
け
て
い
き
、
感

謝
行
を
で
き
る
だ
け
多
く
し
よ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

私
の
妻
が
生
長
の
家
の
一
般
練
成
会
に
来

て
お
り
、私
も
何
回
か
「
一
日
講
話
」
に
来
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
半
日
で
は

理
解
が
難
し
く
分
か
ら
な
い
為
、
練
成
会
に

行
っ
た
ら
理
解
で
き
る
の
で
行
っ
た
ら
良
い

の
に
と
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回

Ｇ
Ｗ
短
期
練
成
会
が
休
日
と
合
い
ま
し
た
の

で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
、
妻

の
考
え
方
を
理
解
し
た
い
と
思
っ
た
事
も
理

由
の
一
つ
で
す
。

　

ご
飯
が
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
又
強
制
さ

れ
な
い
の
で
、
と
て
も
気
持
ち
が
ゆ
っ
た
り

し
た
気
分
で
居
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
の
目
等

総
務
が
さ
れ
た
観
の
転
換
の
話
の
中
で
「
み

ん
な
神
の
子

で
自
分
を
中

心
に
世
界
が

回
っ
て
い
る

主
人
公
」
と

い
う
言
葉
に

今
ま
で
の
心

の
重
み
が

ス
ー
ッ
と
一

気
に
抜
け
ま

し
た
。
と
て

も
心
が
楽
に
な
り
、軽
く
な
り
ま
し
た
。今
ま

で
考
え
方
が
現
象
の
世
界
、
五
感
の
世
界
の

中
だ
け
だ
っ
た
為
、
自
分
を
愛
せ
ず
、
色
々

な
事
に
振
り
回
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
実
相
の

世
界
で
は
、
自
分
の
心
を
愛
し
大
切
に
し
、

完
全
円
満
、
永
久
不
滅
、
み
ん
な
神
の
子
実

相
世
界
の
中
で
生
か
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

事
が
分
か
り
ま
し
た
。
笑
い
で
は
、
私
自
身

こ
ん
な
に
大
き
く
笑
う
事
が
出
来
る
の
か
と

正
直
自
分
で
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

妻
の
考
え
方
を
全
て
ま
で
は
い
か
な
い
で
す

が
、
過
去
の
言
動
・
行
動
に
対
し
て
、
そ
う

い
う
事
だ
っ
た
の
ね
と
考
え
を
共
有
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

子供は神が育て給う

Ｙ
．
Ａ
（
40
代
）〈
男
性
〉

観
の
転
換
で
心
の
重
み
が
解
放

さ
れ
、
実
在
の
世
界
を
知
る

親
子
で
参
加
　
家
族
の
笑
顔
が

浮
か
ん
で
く
る
嬉
し
い
体
験

Ｋ
．
Ａ
（
80
代
）〈
男
性
〉

（
Ｒ
．Ａ
さ
ん
の
父
親
）

宝　　蔵令和８年６月１日
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今
ま
で
実
在
で
は
な
い
五
感
の
世
界
の
み

で
し
た
が
、
G
W
短
期
練
成
会
を
受
け
て
考

え
方
、
思
い
、
心
が
実
相
の
世
界
、
神
の
子

の
自
分
に
向
き
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
宇
治

別
格
本
山
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

　

私
が
今
回
参
加
し
た
動
機
は
、
仕
事
で
の

悩
み
な
ど
に
よ
っ
て
、
何
の
た
め
に
生
き
て

い
る
の
か
を
考
え
思
い
悩
む
事
が
多
々
あ
り
、

そ
れ
ら
を
多
少
な
り
良
い
方
向
に
変
え
る
意

識
改
革
に

な
れ
ば
と

思
い
ま
し

て
、
参
加

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の

体
験
で
は
、

人
間
は
皆

神
の
子
で

あ
る
と
い
う
教
え
を
始
め
と
し
て
、
私
た
ち

が
神
に
愛
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
存
在
で

あ
る
こ
と
、
こ
の
世
に
は
善
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
な
ど
、
前
を
向
い
て
生
き
て
い
け
る

よ
う
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
今
ま
で

自
分
を
軽
蔑
し
処
罰
し
て
き
た
心
を
、
人
生

は
素
晴
ら
し
い
と
い
う
肯
定
的
な
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
に
よ
り
、
未
来
へ
の
希
望
を
持
ち
、

自
分
を
尊
敬
し
、
感
謝
と
恩
の
気
持
ち
を
持

つ
と
い
っ
た
、
明
る
い
気
持
ち
を
育
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
学
ん
だ
事
を
心
に
強
く
刻

み
、
過
去
を
振
り
返
り
気
落
ち
す
る
の
で
は

な
く
、
今
日
か
ら
前
向
き
に
生
き
て
い
き
ま

す
。

　

娘
一
家
が
昨
年
に
引
き
続
き
練
成
会
に
参

加
す
る
た
め
、
私
も
一
緒
に
来
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
主
人
と
夫
婦
喧
嘩
中
、
夫
の
検
査

入
院
、
息
子
の
再
検
査
、
私
の
手
指
の
痛
み

な
ど
、
何
か
も
や
も
や
し
て
い
た
の
で
思
い

切
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

久
々
に
宇

治
の
練
成
会

に
参
加
し
て

本
当
に
楽
し

く
嬉
し
く
、

可
愛
い
孫
も

一
緒
で
よ
り

充
実
し
て
い

ま
し
た
。
講

師
の
方
々
の
講
話
も
素
晴
ら
し
く
、
本
当
に

真
理
を
深
い
と
こ
ろ
で
学
ん
だ
と
い
う
気
が

し
ま
し
た
。
三
正
行
な
ど
し
て
い
て
も
何
か

上
面
だ
け
だ
っ
た
と
反
省
し
ま
し
た
。
こ
の

三
日
間
で
、
ど
ん
よ
り
し
て
い
た
心
が
明
る

く
な
り
、
自
分
を
責
め
て
い
た
の
が
ダ
メ

だ
っ
た
の
だ
と
思
い
至
り
ま
し
た
。

　

神
想
観
、浄
心
行
、先
祖
供
養
祭
、茶
摘
み

体
験
、
祈
り
合
い
の
神
想
観
、
ど
れ
も
と
て

も
心
に
残
り
ま
し
た
。
祈
り
合
い
で
は
、
自

然
災
害
で
親
戚
六
人
の
家
が
全
壊
と
な
っ
て

い
た
の
で
、
祈
ら
れ
る
側
に
代
わ
り
に
座
り

ま
し
た
。
教
え
に
導
い
て
く
れ
た
祖
母
が
こ

の
日
、
命
日
だ
っ
た
の
で
祖
母
た
ち
ご
先
祖

少しも求めずに愛せよ。これが幸せになる秘訣である。

Ｄ
．
Ｈ
（
20
代
）〈
男
性
〉

自
分
を
軽
蔑
し
処
罰
し
て
き
た
心
か
ら

自
分
を
尊
敬
し
、
感
謝
と
恩
の
心
へ

Ｃ
．
Ｉ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

深
い
真
理
を
学
び
、
導
き
に
感
謝

祈り合いの神想観

宝　　蔵
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一
月
に
室
内
で
転
ん
で
し
ま
い
、
尾
て
い

骨
骨
折
、
背
骨
の
二
番
目
が
圧
迫
骨
折
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。
入
院
を
勧
め
ら
れ
た
の
で

す
が
、
お
正
月
で
家
族
が
揃
っ
て
い
た
の
で
、

自
宅
に
帰
り
ま
し
た
。

　

二
週
間
ほ
ど
動
け
な
い
状
態
で
し
た
が
、

不
思
議
な
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。
パ
ジ
ャ
マ

が
背
中
で
固
ま
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
直

そ
う
と
少
し
腰
を
上
げ
た
と
き
、
腰
の
骨
が

ボ
キ
ボ
キ
と
鳴
っ
て
、
元
の
位
置
に
収
ま
り

ま
し
た
。そ
の
後
、病
院
に
行
き
レ
ン
ト
ゲ
ン

を
撮
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
骨
折
が
写
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
圧
迫
骨
折
は

少
し
影
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
神
様
が

治
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

一
月
に
友
人
の
息
子
さ
ん
が
、
直
腸
が
ん

ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
の
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

祈
願
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
速
達
で
人
型
を

送
っ
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
手
術
の
日
に
間

に
合
い
、
一
緒
に
祈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
無
事
に
手
術
が
終
わ
り
、
五
日
間
で
退

院
し
、
翌
週
に
は
仕
事
に
復
帰
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

四
月
に
夫
が
肺
炎
で
入
院
し
、
神
癒
祈
願

の
申
し
込
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
方
が
心
配
で
動
揺
し
て
し
ま
い
、
不
安

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、神

癒
祈
願
を
出
し
て
か
ら
心
が
落
ち
着
き
、
肺

炎
の
症
状
も
安
定
し
て
き
ま
し
た
。
検
査
結

果
も
良
く
、
お
陰
様
で
十
日
で
退
院
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
枕
の
中
に
入
れ
て
肌
身
離
さ

ず
、
毎
日
感
謝
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

生
長
の
家
に
入
信
し
て
二
十
四
年
に
な
り

ま
す
が
、
今
回
改
め
て
神
癒
祈
願
の
す
ば
ら

し
さ
に
、
と
て
も
驚
い
て
い
ま
す
。
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
よ
う
や
く
元
気

に
な
り
、
仕
事
に
も
趣
味
に
も
楽
し
く
出
か

け
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
と
て
も
嬉
し
く
な

り
ま
す
。

様
が
喜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

帰
り
た
く
な
い
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
す

が
、
練
成
会
を
受
け
る
事
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感
し
た
の
で
、
練
成
会
を
ま
た
受
け
る
事

を
決
意
し
ま
す
。
そ
し
て
神
の
子
の
自
覚
を

も
っ
と
も
っ
と
深
め
、
大
安
心
の
心
で
、
夫

婦
大
調
和
を
祈
り
ま
す
。

人を赦し切ったとき、幸福の扉が開かれる

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

骨
折
が
完
治

Ｊ
．
Ｋ   

〈
女
性
〉

直
腸
が
ん
手
術
が
成
功

Ｋ
．
Ｎ   

〈
女
性
〉

神
癒
祈
願
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感

Ｔ
．
Ｙ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵
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